
 1 

「アメリカ帝国」の特質と帝国化の契機 

        比較帝国史研究会（０９年１１月２２日） 
             菅 英輝（西南女学院大学） 

１．「アメリカ帝国」の特質をめぐる議論 
（１）「慈悲深い帝国」論―アメリカ帝国肯定論 

①ネオ・コンの帝国論（R. ケーガン―安全の提供者、Ｍ．ブート―「自由の

帝国」、Ｗ．クリストル―「新アメリカの世紀」論） 
②リベラル・リアリスト―アメリカ帝国主義批判 
Ｊ．アイケンベリーの「民主主義的―資本主義的帝国」論（自由主義的多国

間主義＋勢力均衡論的リアリズム）の観点からのブッシュ政権の「新帝国主義」

批判 
（２）「門戸開放」帝国論 
 Ｗ．Ａ．ウィリアムズの「アメリカ帝国」論 
①アメリカ人の世界観―アメリカの自由と繁栄を維持するための「帝国」 
②アメリカ例外主義の観念―外部世界を評価する基準としてのアメリカ的価値

観の優位性への信念 
③内と外の区別、内部世界＝アメリカ的生活様式にとっての安全→外部世界＝

異質な世界の排除や改革の必要 
④アメリカの「悲劇」―「アメリカ帝国」（自由と民主主義）の拡大が内外の自

由を抑圧するというディレンマ(連邦政府への権力の集中 vs 自由の制約、エリー

ト主導の対外政策) 
⑤アメリカの「悲劇」から脱却するためには、”Empire as a Way of Life”を改め

る必要 
(3)ステファンソンの「細胞自己増殖による帝国」論 
①原型：ジエファソンの「自由の帝国」論－自決の原則にもとづく帝国的膨張 
 本来的に自由の領域の拡大であり、帝国と自治は矛盾しない。自由で自己決

定力を有する人たちの膨張。「自由の帝国」＋「自由のための帝国」 
②「自由の帝国」を内部から腐敗させる「しみ」（異質なもの、アメリカ先住民、

奴隷制度）の排除 
③南北戦争を境に「自由の帝国」は変質 
 北部は南部に自由の観念を押し付けた。 
④米西戦争以降のアメリカ―政体の一部ではないと同時にその一部でもある

「帝国的付属物」を保有する政体。「文明の帝国」に近い。 
⑤普遍的な諸原則にもとづき「世界を改造したり救済したりする権利と義務を

有するという考え」 
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⑥「世界で対等な国家の存在を許容できない」という帝国意識 

 
２．グローバリゼーションと「アメリカ帝国」論―ウッドの「資本の帝国」論

とアメリカ 
①経済的権力（資本）と政治的権力の分離による「資本の帝国」のグローバル

な規模での拡大。「資本主義には経済的な力と経済外的な力を分離する能力があ

る」「この二つを分離することで、資本の経済的な力は、既存の政治的な力や軍

事的な力の及ばないところまで手を伸ばすことができた」 
②グローバルな資本主義の源泉は資本主義である。「新しい帝国主義は、資本主

義から生まれた帝国主義である」 
③経済的権力（資本主義）は領域的政治権力（国民国家）に依拠している。 
「同時に資本のこの経済的な力は経済外的な力の支えなしには存続できない。

かつてもいまも、経済外的な力を提供する国家なしには、資本主義は存続でき

ない」 
「グローバルな資本主義には、システムの内部に国民国家が存在しているこ

とが必要」「こうした国家はグローバル資本主義の命令にしたがって行動してい

る」 
国家の役割―「資本蓄積の条件の創出と維持（ネグリ＝ハートの＜帝国＞批

判） 
ｃｆ。Ｒ・コックス「国家の国際化」、Ｒ・フォーク「国家の道具化」 

④「資本の帝国」は「複数の国家で構築されたシステムに依存している」 
「グローバリゼーションの政治的な形式は、グローバルな国家でも、グロー

バルな主権でもない」グローバリゼーションとは、「複数の国民国家が国内で主

権を掌握しながら、支配と従属の複雑な構造のうちでグローバルな経済を統治

すること」「新しい帝国主義を統治し、実行している」のは、「複数の国民国家

のシステムである」（ネグリ＝ハートの＜帝国＞との類似性） 
⑤「最終的には、こうしたシステムを管理するために、すべての諸国を従わせ

ることのできる唯一の圧倒的な軍事力をもつ帝国の権力が求められるようにな

るのは、避けがたい」 
⑤アメリカの軍事的な覇権の重要性の高まり（「過剰な帝国主義」） 
「軍事力という経済外的な権力が帝国主義に必須のものとなっている」 

 
３．「アメリカ帝国」形成史の時期区分―連続性と非連続性 
（１）「陸の帝国」―「アメリカ帝国」の基盤が確立された時期 
ジェファーソンの「自由の帝国」論 

 ①「帝国と自治」、自決と自治の論理（帝国的膨張は自決の名においてなされ
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る）、１７８７年 北西部領地条例 
②「異質なるもの」の排除―アメリカ先住民に対する「殲滅戦争」による「国

内植民地」の拡大。 
・ 「アメリカ帝国」の原型としてのフレンチ・インディアン戦争、「殺戮の帝

国」の拡大という側面（１７５４年、古矢）。 
・ 正当化の論理―「明白な運命」論、西欧文明の優位性、アングロ＝サクソン

民族の優越性、ロックの所有権の理論 
③南北戦争―自由で自己決定力を持つ人間の膨張と奴隷制度拡大との矛盾に決

着をつける市民戦争。 
・北部が南部に押し付けた「自由」―ジェファーソン流の帝国拡大の流儀とは

異なる。 
・武力で問題を解決するというやり方は、ジェファーソンの「自由の帝国」の

変質を意味する。 
（２）「海洋帝国」と米西戦争後の海外植民地の獲得 
・ステファンソン―「帝国的付属物」を保有する政体。「文明の帝国」に近い。 
・ 「アメリカ帝国」の「ヨーロッパ化」、だがアメリカ型「海洋帝国」（帝国主

義論争の帰結）（古矢） 
・ 「植民地主義膨張論者」（マハン、ＴＲ、アダムズ） 
 正当化の論理―自己管理能力を喪失した国に対する文明国の義務、治安維持/
秩序維持 
・ 「門戸開放帝国」論者―「非公式の帝国」、「植民地なき帝国」（マグドフ）、

「新しい帝国」（ラフィーバー）、「自信に満ちた工業大国の政策」（ガードナ

ー）、帝国主義＝植民地主義（反帝国主義者）、「自由貿易帝国主義」、「安上

がりの帝国主義」、「できるだけ非公式に、やむを得ない場合には公式に支配

する」帝国。 
・ 「非公式の帝国」「門戸開放型帝国」が主流になっていくにつれて、より普

遍主義的な理念と論理で「アメリカ帝国」の空間的拡大を正当化するように

なり、半面、人種主義的要素、「明白な運命」論などは公的レトリックとし

ては後景に退く。 
ジョン・ヘイの門戸開放通牒：中国のおける通商の機会均等（自由貿易論）、

中国の領土的・行政的保全（主権の尊重） 
・ ウィルソンの「自由主義的国際主義」（１９１８年の１４カ条演説） 
① 自由民主主義論（アメリカ型民主主義） 
② 自由貿易論 
③ 自決権の尊重 
④ 集団的安全保障と国際連盟 
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⑤ 国内体制と国際秩序は不可分という考え 
・ ＦＤＲ―ウィルソン主義の継承と制度化 
①ウィルソン的国際主義＋地政学的・権力政治的発想 
②大同盟（自由主義的秩序＋社会主義的秩序＋帝国主義的秩序の並存） 
（３）冷戦期の「アメリカ帝国」 
・冷戦―二つの「普遍主義国家」、「使命感国家」の闘争 
 トルーマン・ドクトリン（１９４７年）―「自由主義」対「全体主義」 
・ 「帝国」「帝国主義」は「ソヴィエト帝国」を非難する用語となる 
・ アメリカの帝国支配の制約 
① 冷戦統合＝反ソ・反共による統合 
② 第三世界のナショナリズム、脱植民地化運動―アメリカの第三世界政策は、

自決権の尊重か支配かで揺れる（自治能力への疑念、人種的偏見、戦略的要

請、反植民地主義の伝統、市場・資本の論理） 
③ 西側陣営対東側陣営―地理的限界 
④ 核兵器の存在 
・ 帝国支配の技術―軍事力、非民主的手段の多用（「アメリカの理念」の逆説、

古矢） 
（４）冷戦終結後の「アメリカ帝国」―ウッドの「資本の帝国」論の有用性？ 
・「ネオ・リベラル国際主義」（市場原理主義）の影響力の拡大と「民主主義の

赤字」 
・ グローバリゼーションの国民国家への影響 

 国家の「道具主義」化（Ｒ．フォーク）、国家の「国際化」（Ｒ．コックス） 
・ 世界秩序＝国内秩序（民主化、人権）＋国際秩序（民族自決権、主権）→国

内秩序と国際秩序の境界の希薄化 i.e. 民主化、人権が世界秩序形成において

占める重要性の増大 
・ 内政不干渉原則や主権概念の見直し論議 

人道介入論、制限主権論 
・ ブッシュ・ジュニア政権の帝国意識と帝国政策 
①ネオコンの「アメリカ超大国」論、「単極のとき」（クラウタマー） 
① ダブル・スタンダード、単独主義、国連軽視（法、規範、ルールの創造、変

更、無視の傾向） 
② 軍事力偏重―グローバル化の矛盾、紛争、秩序の破壊への対処 
③ 対テロ戦争と法外の領域の拡大と再生産、人権侵害 
④ 「レジーム・チェンジ」による自由と民主主義の拡大―民主主義推進は「ア

メリカ帝国」の政策の用具と化している 
⑤ グローバル化の推進－脱中心的な金融・情報の自由化 
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４．アメリカ国家の帝国化の契機 
（１）すべての国家は膨張主義的性向を持つ 
 国民帝国論（山室信一） 
（２）「軍事帝国」論 
 「軍事力の国際的分布から帝国を捉え、特定の政府に軍事力が集中した状況

を『帝国秩序』として考えている」（藤原帰一）。「門戸開放帝国主義」論を批判

―自由貿易論は領土支配と結びつかないというのがその理由。 
 反論：「帝国主義との関係は、国家論を経由して初めて理解できる」（パニッ

チ/ギンディ）国家の役割の「帝国主義的側面」を説明する必要 
・統治手段の一つ 
（３）理念、普遍主義的な価値観 
 ・ステファンソン「きわめて興味深い帝国」―①「その普遍的な妥当性と時

代を超えた意義を有する諸原則に従って、世界を改造したり救済したりする権

利と義務を有するという考え」、②「アメリカは世界で対等な国の存在を許容で

きない」という帝国意識 
・統治原理としての重要性 
（４）経済的動因―資本の論理 
・ウィリアムズらウィスコンシン学派、マンスリー・レビュー誌系 
・ 格差原理としても作用 
（５）帝国と秩序維持 
・国際的契機―グローバル化による秩序の動揺、地域的混乱への対処。 
冷戦後のアメリカにとって、「ならず者国家」、「テロ国家」、「反米国家」、テ

ロリストのネットワーク、「崩壊国家」は、グローバル資本主義の利益の促進に

とって深刻な障害になっているとの観点から、これらの国家の改造が益々緊急

の課題となっているとの認識。 
・ グローバル化時代のアメリカ国家の役割 
「国際的な資本主義秩序の管理運営に貢献するような形で、国内的な資本主義

秩序の管理運営責任を引き受けること」（Ｒ．コックス） 
・アメリカの戦争―「非公式帝国」の構造を維持するための戦争 

 
 
おわりに 
（１）どのような国内外の条件が整ったときに帝国主義の政策となるのか 
（２）誰の利益になり、誰の損となり、誰がどのような形で利益を拡大してい

るのか（初瀬龍平）。 
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（３）国家意思はどのように形成されるのか。国家意思＝政策決定者の意思、

多様な資本家の意思、独占資本化の意思、軍産複合体、世論の動向。 
 政府の運転席に座っていたのは、クリントン政権下では、財務省、ブッシュ・

ジュニア政権下では、ペンタゴン、ネオコン、軍産複合体の代弁者？ 
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